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○
岡
山
支
部
十
二
月
蓮
信

　
』
、
天
丈
講
演
會
　
一
口
午
後
三
時
牛
か
ら
邑
久

高
等
小
在
校
で
邑
久
郡
理
科
研
究
・
曾
生
催
の
許
に
左

寵
の
講
演
か
あ
っ
て
引
旨
き
夜
に
入
っ
て
實
地
麹
黎

午
後
九
畦
．
散
會
し
カ
。

　
　
暦
に
あ
ろ
星
座
　
　
　
　
水
野
支
部
幹
事

　
二
、
天
界
研
究
會
　
第
二
土
曜
日
（
入
日
）
午
後
七

時
か
ら
、
例
に
よ
つ
て
官
原
幹
事
宅
に
て
開
會
Q

　
三
、
追
掛
宣
嬉
　
十
二
日
夜
金
川
申
學
校
長
宅
ρ

　
四
、
六
吋
望
遠
鏡
　
十
七
日
か
ら
月
末
に
か
け
、

淋
戸
市
化
粧
，
絹
商
中
谷
作
太
郎
氏
に
カ
フ
エ
ー
。
ブ

ラ
ジ
ル
岡
山
支
店
バ
勘
コ
ニ
ー
に
、
濁
逸
製
六
吋
墓

．
逡
鏡
存
据
付
け
、
書
ば
太
陽
及
び
景
色
な
、
三
口
主

定
し
て
月
か
、
｝
般
の
人
々
に
魏
墓
ぜ
し
め
ら
れ
六

事
ば
天
丈
に
關
す
る
知
識
並
，
及
の
誉
め
に
ょ
い
思
付

・
き
で
あ
っ
カ
Q

「
天
丈
雑
話
」
〔
第
三
十
モ
號
粥
載
）
の
正
誤
表

ご
一
頁
下
最
三
一
行

三
二
　
上
段
一
九
行

同
　
　
同

同
　
　
申
段
二
行

同
　
　
同
　
六
行

　
談

　
ゆ上

流
の
月

三
十
八
粁

三
粁
牛

むの
星

　
　

白
魚
座

　
正

　
　

上
弦
の
月

む
　
　
　
む
　
む

二
十
七
粁

　
　
　
　
　
　
　
　

○
。
二
五
粁

　

α
星

　
む

自
門
座

ニ
コ
、
頁
下
段
一
九
行

一
六
頁
上
段
二
五
行

同
　
　
同
　
末
行

幸然　日・
進・ら
　　　ざ。

　　　る

同然月。
甚。ら
　　　し。

　　　む。

　　　る

O
海
外
通
信

謹
啓

暫
く
御
ぶ
さ
力
致
し
ま
し
六
、
皆
様
御
塗
り
御
座
い

ま
ぜ
ん
か
、
東
京
の
震
災
に
御
親
族
の
御
災
難
ほ
あ

り
ま
ぜ
ん
で
ぜ
う
か
。

　
降
っ
て
小
生
等
至
っ
て
壮
健
に
滑
光
致
し
て
居
り

ま
す
、
操
定
の
如
く
日
食
（
之
れ
感
曇
り
）
の
序
で

五
罪
っ
て
去
ろ
七
月
中
旬
よ
り
十
月
宋
ま
で
マ
ウ
ン

｝
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
澄
在
致
し
、
そ
こ
で
ば
幸
ひ
に

ス
・
、
、
ソ
ニ
フ
ン
　
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
シ
ヨ
ン
の
ア
が
ト

氏
ビ
ウ
イ
ル
ソ
ン
玉
篠
ア
ダ
ム
ス
氏
ビ
の
好
意
に
よ

り
「
太
陽
活
動
ぜ
太
陽
恒
数
定
の
關
係
」
准
研
究
致

し
ま
し
穴
。
つ
ま
り
ア
ボ
ト
践
が
津
8
8
自
ぎ
σ
q
o
m

一
己
緊
暮
圃
9
、
9
》
α
践
①
日
切
。
団
o
Q
9
魯
8
u
q
・
る
e
●
》
己

く
。
ピ
O
り
堵
9
同
9
7
い
い
い
（
6
お
O
o
叶
。
ぴ
臼
）
に
襲

表
し
六
も
の
の
材
料
か
ら
出
獲
し
糞
研
究
で
あ
り
ま

し
て
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら
意
外
に
も
．
葬
常
に
颪
白

き
結
果
に
到
着
し
、
ア
が
ト
も
ア
ダ
ム
ス
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
カ
〇
十
月
末
バ
サ
デ
ナ
為
出
る
前
三
十
頁

ば
か
り
の
一
論
証
に
纏
め
て
提
出
し
て
置
き
ま
し

（
二
四
）

カ
。
多
分
近
い
内
に
》
・
・
需
。
℃
ヶ
岩
8
鈍
H
o
遭
口
緯
に

載
ぜ
ら
れ
る
だ
ろ
う
ご
田
山
ひ
ま
す
Q
瞭
跳
の
研
い
究
瞳
μ

も∩

獅
W
＃
o
ぽ
ぎ
σ
q
塁
9
の
結
果
為
寓
お
霧
琴
℃
o
冨
「
剛
藁

。
富
暮
あ
℃
g
の
結
果
ご
か
材
料
ミ
し
て
用
ゐ
ま
し

六
六
め
、
副
産
物
も
可
な
り
多
く
、
又
、
泓
竃
し
て

も
太
陽
の
實
際
槻
測
上
に
も
又
ぜ
得
難
き
経
国
か
得

力
こ
マ
」
．
を
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

　
術
ケ
ン
プ
リ
ヂ
へ
ば
十
一
月
†
二
日
に
着
毒
ま
し

て
主
ピ
し
て
麺
光
星
の
醗
測
及
び
硯
究
た
致
し
ま
す

こ
ご
」
な
り
ま
し
六
、
二
三
が
好
く
な
い
の
に
か
」

は
ら
す
、
意
外
に
多
く
の
人
の
活
動
し
て
み
る
の
な

愉
快
に
思
ひ
ま
す
、
小
生
昨
日
ま
で
に
N
＞
o
穿
。
1

實
Φ
曾
①
の
不
規
則
な
光
度
曲
線
か
終
刃
ま
し
糞
、
之

．
れ
ば
。
。
ぎ
三
2
ε
O
碧
口
9
定
が
く
れ
力
問
題
で
す

が
、
近
い
内
に
甲
國
・
○
・
b
J
旦
雪
ぎ
に
襲
表
さ
れ
ろ
こ

ε
㌧
思
ひ
ま
す
。
今
日
か
ら
力
図
℃
三
も
劉
に
ご
り

か
・
り
ま
す
。

　
濠
洲
の
A
議
ほ
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
搾
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
プ
リ
ヂ
に
で
、

　
　
十
一
月
二
十
四
日
　
　
　
山
本
　
一
滴

　
新
城
教
授
殿

○
カ
ン
ト
生
誕
の
二
百
年
祭

　
濁
逸
ケ
ー
ニ
ス
プ
ル
グ
に
，
千
七
百
二
十
四
年
四
月
【

二
、
十
二
日
即
ち
今
よ
リ
ニ
百
年
前
に
生
れ
力
哲
學
者

・
イ
ン
マ
ヌ
エ
〃
　
カ
ン
ト
の
紀
念
祭
が
本
年
覇
逸
に

勿
論
各
國
に
於
い
て
行
ば
る
」
筈
で
あ
ろ
。
彼
に
人

も
知
ろ
如
く
星
雲
説
の
最
初
の
首
唱
者
の
一
人
で
あ

る
。
何
れ
本
誌
四
月
號
に
於
て
論
ぜ
ら
る
べ
し
O


